
2117

書

評

藤
田
正
勝
著
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早
　
瀬
　
　
　
明

　
本
書
は
、
一
九
八
二
年
三
月
目
西
ド
イ
ツ
・
ボ
；
フ
ム
大
学
、
哲
学
．

教
育
学
・
心
理
学
部
に
提
虚
さ
れ
、
其
の
後
合
。
ぴ
q
①
7
ω
9
黛
。
詳
ゆ
の
跨
①
一
汁

卜。

@
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
学
位
論
文
、
㌔
窪
。
。
。
o
娼
寓
①
覇
気
刃
①
躍
σ
Q
ご
昌

び
Φ
ぎ
冒
譲
窪
国
。
σ
q
o
ド
q
導
興
　
げ
①
ω
o
匿
臼
9
　
し
d
①
急
。
『
♂
ゲ
瓢
σ
q
§
o
q

器
冒
興
》
β
ω
①
『
舞
α
①
屋
簿
N
§
σ
q
日
搾
ω
。
ゲ
Φ
岳
郎
α
q
．
．
の
日
本
語
版
で
あ

る
。
然
し
、
著
者
も
断
っ
て
居
る
如
く
、
ド
イ
ツ
語
版
と
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
。
帰
国
後
に
於
け
る
研
究
成
果
が
反
映
さ
れ
て
居
る
か
ら
で

あ
る
。

　
本
書
は
、
其
の
成
立
経
過
か
ら
既
に
明
ら
か
な
如
く
、
ボ
ー
フ
ム
大
学

に
付
置
の
ヘ
ー
ゲ
ル
・
ア
ル
ヒ
ー
ブ
に
於
け
る
最
新
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
、

特
に
、
そ
の
文
献
学
的
研
究
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
極
め
て
高
水
準
の
ヘ
ー

ゲ
ル
研
究
書
で
あ
る
。

　
本
書
の
対
象
は
、
一
七
八
八
年
か
ら
一
八
〇
一
年
に
至
る
所
謂
「
若
き

書
　
　
評

へ
：
〆
ル
」
の
思
想
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
時
期
の
思
想
を
、
近
年
の

文
献
学
的
な
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、
発
展
史
的
な
観
点
か
ら
叙
述
せ
ん
と

す
る
。
其
の
際
、
特
に
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
影
響
関
係
を
極
め
て
綿
密
に
解

明
し
得
た
点
に
於
て
、
本
書
は
、
国
際
的
視
野
か
ら
見
て
も
、
現
代
の
ヘ

ー
ゲ
ル
研
究
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
、
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
其

の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
先
ず
、
本
書
に
於
け
る
著
者
の
根
本
的
意
図
は
次
の
点
に
存
す
る
。
即

ち
、
「
イ
ェ
ー
ナ
時
代
に
展
開
さ
れ
た
新
し
い
思
想
を
そ
れ
以
前
の
思
索

と
の
連
関
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
」
。
そ
し
て
、
其
の
考
察
が
論
証
せ

ん
と
す
る
所
は
、
次
の
よ
う
な
一
つ
の
テ
ー
ゼ
と
し
て
提
出
さ
れ
た
、
即

ち
、
「
（
イ
ェ
ー
ナ
時
代
初
期
の
）
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
（
シ
ェ
リ
ン
グ
に
対

し
て
）
独
自
な
、
自
立
し
た
思
想
形
成
の
基
盤
は
シ
ェ
リ
ン
グ
と
再
会
す

る
以
前
に
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
の
倦
む
こ
と
の
な
い
思
索

の
う
ち
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
し
て
。
（
括
弧
内
は
書

評
子
の
添
加
。
）
此
の
テ
ー
ゼ
の
論
証
に
向
け
て
、
本
文
は
三
部
屋
構
成

さ
れ
て
い
る
、
而
も
、
明
確
な
戦
略
的
自
覚
の
許
に
。
即
ち
、
著
者
は
、

考
察
全
体
の
着
手
点
を
、
　
一
八
○
○
年
ナ
一
月
二
日
付
け
の
シ
ェ
リ
ン
グ

宛
書
簡
の
・
「
青
年
時
代
の
理
想
は
反
省
形
式
に
、
同
時
に
一
つ
の
体
系

に
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
云
う
言
葉
に
置
く
。
そ
し
て
、
其
処

に
含
ま
れ
た
三
つ
の
契
機
、
即
ち
「
青
年
時
代
の
理
想
」
、
「
反
省
形
式
へ

の
変
化
」
そ
し
て
「
反
省
形
式
」
の
相
互
連
関
に
即
し
て
全
体
を
構
成
す

る
。
即
ち
、
「
青
年
時
代
の
理
想
」
と
云
う
言
葉
で
意
味
さ
れ
て
居
た
事

柄
を
明
白
な
形
で
揃
し
示
す
事
を
課
題
と
す
る
第
｝
部
、
此
の
思
索
の
中

か
ら
「
反
省
形
式
へ
の
変
化
」
が
結
果
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
必
然

＝
二
九
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性
」
の
解
明
を
課
題
と
す
る
第
二
部
、
そ
し
て
、
青
年
時
代
の
思
索
が

門
反
省
形
式
」
の
中
に
ど
の
様
に
結
晶
し
て
行
っ
た
の
か
、
そ
し
て
其
れ

が
イ
ェ
ー
ナ
蒋
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
索
の
独
自
性
と
ど
の
様
に
関
わ
っ
て

居
る
の
か
の
解
明
を
課
題
と
す
る
第
三
部
と
。
以
下
、
具
体
的
内
容
を
順

次
紹
介
す
る
。

　
先
ず
、
「
青
年
時
代
の
理
想
」
の
解
説
を
課
題
と
す
る
第
一
部
は
、
「
主

観
性
の
復
権
」
と
題
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
其
の
も
と
に
、
一
七
八
八
年
か

ら
一
七
九
六
年
に
至
る
間
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
が
理
解
さ
れ
る
。

　
「
青
年
時
代
の
理
想
」
は
「
理
想
の
宗
教
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
此
処

で
の
考
察
全
体
を
通
し
て
示
さ
れ
た
著
者
の
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
其

れ
に
関
し
、
次
の
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
即
ち
、
其
の
「
理
想
の
宗

教
」
は
、
一
方
で
、
少
く
と
も
ベ
ル
ン
時
代
迄
は
一
貫
し
て
、
主
観
性
を

根
本
原
理
と
す
る
「
主
観
的
宗
教
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
事
、
然
し
他
方

で
、
其
の
内
容
理
解
に
関
し
、
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
と
ベ
ル
ン
時
代
と

で
は
変
化
が
見
い
出
さ
れ
る
事
。
そ
し
て
、
其
の
変
化
は
、
次
の
様
な
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
前
者
に
於
て
主
観
性
の
原
理
は
、
後
期
啓

蒙
主
義
に
於
け
る
情
感
主
義
の
影
響
の
下
に
、
「
頭
脳
と
心
胸
」
の
調
和

と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
に
於
て
は
、
後
期
啓
蒙
主
義
的

理
解
か
ら
離
脱
し
、
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
の
立
場
か
ら
す
る
理
解
へ
と
転

換
す
る
に
至
っ
た
。

　
一
そ
し
て
、
カ
ン
ト
的
立
場
か
ら
す
る
「
理
想
の
宗
教
」
の
購
想
の

成
立
に
関
し
て
は
、
以
下
の
三
点
が
開
ら
か
に
さ
れ
る
。
e
伝
統
的
宗
教

一
四
〇

の
批
判
的
考
察
が
、
従
っ
て
其
の
実
定
性
の
問
題
が
関
心
の
対
象
と
成
っ

た
時
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
裡
で
、
「
主
観
的
宗
教
」
の
諸
原
則
を
従
前
以
上
に

鮮
明
に
提
示
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
其
の
事
か
ら
カ
ン
ト
実
践

哲
学
の
「
成
果
」
へ
の
注
目
が
帰
結
し
た
。
⇔
ベ
ル
ン
時
代
に
成
立
せ
る

所
謂
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
は
、
斯
様
な
カ
ン
ト
的
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
た

イ
エ
ス
の
生
涯
が
、
国
民
教
育
的
な
関
心
の
も
と
に
叙
述
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
⇔
次
い
で
成
立
せ
る
所
謂
『
キ
リ
ス
ト
教
の
実
定
性
』
に
於
け
る

実
定
宗
教
の
批
判
は
、
カ
ン
ト
の
『
宗
教
論
』
に
於
け
る
制
度
的
宗
教
の

批
判
を
前
提
し
て
は
じ
め
て
理
解
し
得
る
。
1

　
所
で
、
ベ
ル
ン
蒋
代
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
に
至
る
過
渡
期
に
於

い
て
、
最
も
顕
著
な
出
来
事
の
一
つ
は
、
斯
様
な
カ
ン
ト
的
立
場
か
ら
の

離
脱
で
あ
る
が
、
著
者
は
、
一
章
を
設
け
て
、
斯
様
な
転
換
を
準
備
し
た

と
さ
れ
る
「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
カ
ン
ト
批
判
と
の
出
会
い
」
に
就
い
て
考
察

し
、
次
の
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
へ
！
ゲ
ル
は
、
ベ
ル
ン
蒋

代
の
後
期
に
於
け
る
・
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
書
簡
交
換
及
び
其
の
著
作
を
通

し
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
的
立
場
よ
り
為
し
て
い
た
・
カ
ン

ト
的
な
道
徳
的
神
川
…
・
怠
の
批
判
を
次
第
に
受
け
容
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
カ

ン
ト
の
実
践
哲
学
に
対
し
て
批
判
的
に
成
っ
て
行
っ
た
が
、
然
し
、
そ
れ

で
も
尚
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
に
対
し
て
は
距
離
を
置
い
て
居

た
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
「
反
省
形
式
へ
の
変
化
」
の
「
必
然
性
」
の
解
明
を
課
題
と

す
る
第
二
部
は
、
「
哲
学
と
宗
教
」
と
題
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
其
の
も
と

に
、
一
七
九
七
年
か
ら
一
八
○
○
年
に
至
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
が
理
解
さ

れ
る
。
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此
処
で
は
、
先
の
「
必
然
性
」
の
所
在
を
索
め
て
、
「
理
想
の
宗
教
」
を

新
た
な
立
場
よ
り
基
礎
付
け
る
事
か
ら
出
発
し
た
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時

代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
其
の
末
期
に
「
形
而
上
学
」
の
可
能
性
を
意
識
す
る

に
至
る
迄
の
過
程
が
、
「
生
」
の
概
念
を
基
軸
と
し
て
詳
細
に
追
跡
さ
れ

　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
。
先
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
生
」
の
概
念
を
漸
く
獲
得
す
る
に
至
っ
た
所

謂
『
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
其
の
運
命
』
迄
の
思
想
的
発
展
に
鞭
て
次
の

事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
於
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
と
の
出
会
い
を
契
機
と
し
て
、
ベ
ル
ン
時
代
に
於

け
る
・
感
性
に
対
す
る
理
性
の
優
位
を
原
理
と
す
る
カ
ン
ト
的
「
主
観
的

宗
教
」
の
枠
を
越
え
出
て
、
自
由
と
自
然
、
或
は
主
観
と
客
観
の
絶
対
的

統
一
の
裡
に
「
神
的
な
も
の
」
の
所
在
を
能
い
出
さ
ん
と
す
る
合
一
哲
学

の
立
場
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
、
新
た
な
「
理
想
の
宗
教
」
即
ち
「
美
し
き

宗
教
」
を
構
想
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
、
そ
し
て
、
斯
様
な
構
想
の
途
上

に
於
て
、
其
の
根
本
原
理
と
し
て
、
対
立
の
中
で
自
ら
を
形
成
し
其
の
事

を
通
し
て
自
ら
の
内
容
を
獲
得
す
る
よ
う
な
全
体
が
、
即
ち
「
無
限
な
る

も
の
」
と
し
て
の
「
生
」
の
概
念
が
成
立
を
見
、
其
れ
を
基
礎
と
し
て
一

個
の
統
一
的
な
思
想
が
生
成
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
此
の
「
生
」
の
概
念
を
「
根
本
的
に
、
か
つ
組
織

的
に
展
開
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
よ
う
に
見
え
る
」
所
謂
『
一
八
○
○
年

の
「
体
系
」
断
片
』
に
就
て
次
の
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
、
一
七

九
七
年
か
ら
九
八
年
に
成
立
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
的
著
作
に
刺

激
さ
れ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
反
省
的
思
惟
の
制
限
性
を
自
覚
し
つ
つ
も
「
生
」

を
反
省
言
語
に
由
っ
て
把
握
し
表
現
せ
ん
と
試
み
、
此
処
で
初
め
て
「
哲

学
」
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
索
に
於
け
る
位
置
付
け
を
獲
得
す
る
に
至
る
が
、

書
　
　
評

然
し
、
反
省
の
制
限
性
の
故
に
、
そ
れ
は
理
性
に
由
り
廃
棄
さ
れ
ね
ば
な

ら
ず
、
従
っ
て
、
哲
学
は
、
反
省
を
越
え
た
所
で
成
立
す
る
宗
教
へ
移
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
宗
教
の
本
来
的
対
象
と

さ
れ
た
「
真
に
無
限
な
も
の
」
と
し
て
の
「
生
」
は
、
悟
性
の
定
立
す
る

対
立
を
、
単
に
排
除
す
る
の
で
は
な
く
寧
ろ
其
れ
自
身
の
裡
に
内
包
す
る

全
体
、
即
ち
「
結
合
と
非
結
合
の
結
合
」
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
形
而
上
学
」
の
可
能
性
に
就
て
示
唆
す
る
に

至
っ
た
所
謂
『
キ
リ
ス
ト
教
の
実
定
性
』
改
稿
に
就
て
次
の
事
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
生
」
を
巡
る
思
索
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
・
有
限

者
と
無
限
者
と
の
連
関
に
就
て
の
理
解
に
基
づ
き
、
実
定
性
の
新
た
な

規
定
が
成
立
し
た
事
、
更
に
、
此
処
で
初
め
て
、
其
の
連
関
が
、
即
ち

「
生
」
の
理
解
の
可
能
性
が
、
宗
教
と
「
平
行
し
て
」
「
形
而
上
学
」
に
も

認
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
事
。

　
「
反
省
形
式
」
の
中
に
結
晶
し
た
思
索
の
内
容
と
其
の
独
自
性
の
解
明

を
課
題
と
す
る
・
最
後
の
第
三
部
は
、
「
反
省
と
思
弁
」
と
題
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
其
の
も
と
に
、
一
八
〇
一
年
、
即
ち
所
謂
『
差
異
』
論
文
に
於

け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
が
理
解
さ
れ
る
。

　
此
処
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
の
末
に
至
り
漸
く
生
じ
て
来
た
・

学
へ
の
「
内
的
」
要
求
が
、
イ
ェ
ー
ナ
に
於
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
議
論

を
通
じ
て
一
個
の
体
系
的
思
想
と
し
て
展
開
さ
れ
て
行
く
過
程
が
追
跡
さ

れ
て
い
る
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
以
来
の
有
限
者
と
無
限
者
と

の
関
係
の
理
解
、
従
っ
て
真
の
無
限
性
の
理
解
を
巡
る
ヘ
ー
ゲ
ル
固
有
の

思
想
的
文
脈
が
、
特
に
反
省
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
明
る
み
に
齋
さ

れ
て
い
る
。
其
の
際
、
主
要
な
論
点
は
二
つ
あ
る
。
即
ち
、
e
シ
ェ
リ
ン
グ

一
四
一
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の
同
一
哲
学
に
対
し
イ
ェ
ー
ナ
時
代
初
期
の
へ
！
ゲ
ル
が
全
面
的
に
依
存

す
る
、
と
主
張
す
る
・
ハ
イ
ム
（
即
頃
趣
ヨ
）
以
来
の
通
説
（
現
代
で
は
、

ハ
ル
ト
コ
ッ
プ
≦
●
頃
膣
。
誘
ぽ
。
風
及
び
コ
ソ
デ
ィ
リ
ス
　
勺
．
囚
。
雛
侮
凱
『

に
由
り
代
表
さ
れ
る
）
を
論
駁
す
る
意
図
の
も
と
に
、
一
八
○
○
年
初
め

の
『
超
越
論
的
観
念
論
の
体
系
』
以
降
に
於
け
る
同
一
哲
学
成
立
の
過
程

が
極
め
て
精
密
に
追
跡
さ
れ
、
其
の
結
果
、
　
一
八
○
○
年
末
迄
の
晴
点
で

未
だ
同
一
哲
学
が
成
立
し
て
居
な
い
事
、
其
の
成
立
は
、
一
八
〇
一
年
以

隆
U
、
即
ち
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
決
定
的
な
影
響
」
の
許
に
『
私
の
哲
学
体
系
の

叙
述
』
（
一
八
〇
一
年
五
月
刊
）
が
成
立
し
て
以
後
に
属
す
る
事
、
蒲
も
、

其
処
に
於
け
る
絶
対
老
の
理
解
は
、
「
有
限
性
の
位
置
付
け
の
問
題
」
を

尚
未
解
決
の
儘
残
し
て
居
た
事
（
此
の
問
題
に
関
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響

が
示
唆
さ
れ
て
居
る
）
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
以
上
の
点
を
基
礎
と
し
て
、
⇔
一
八
〇
一
年
の
『
差
異
』
論
文
に
於
て

「
常
に
彼
（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
の
思
索
の
中
心
に
あ
っ
た
」
（
括
弧
内
は
書
評

子
）
と
さ
れ
る
思
弁
的
哲
学
の
、
そ
の
構
想
の
成
立
に
対
し
て
、
シ
ェ
リ
ン

グ
と
の
議
論
の
有
す
る
意
味
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
暗
代
に
於
け
る
ヘ
ー

ゲ
ル
の
思
想
と
の
連
関
に
覧
て
考
察
さ
れ
る
、
其
の
結
果
、
『
差
異
』
論

文
に
於
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
思
弁
的
哲
学
の
構
想
の
基
礎
付
け
を
、
単
に
シ

ェ
リ
ン
グ
の
立
場
か
ら
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
と
対
決
す
る
事
を
通
し
て
行
な
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
．
代
以
来
の
独
自
の
思

索
に
基
づ
く
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
［
学
批
判
を
通
し
て
も
遂
行
せ
ん
と
し
て
い
た

事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
然
し
、
此
の
点
は
、
本
書
に
於
て
最
も
核
心
的

な
部
分
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
故
に
、
改
め
て
其
の
内
容
を
少
し
詳

し
く
紹
介
す
る
。

二

一
四
二

　
此
処
（
第
三
門
並
二
章
）
に
於
け
る
著
者
の
意
図
は
、
「
シ
ェ
リ
ン
グ

と
の
議
論
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
確
定
す
る
と
同
晴
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思

想
の
独
自
性
を
明
瞭
な
形
で
取
り
寓
し
、
そ
れ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
思
想

展
開
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
叙
述

に
は
聯
か
未
整
理
な
所
も
有
る
が
、
此
処
で
は
、
叙
述
の
順
序
に
従
っ
て

節
毎
に
其
の
主
要
な
論
点
を
紹
介
し
て
行
く
。

　
「
哲
学
の
必
要
」
i
此
処
で
は
、
『
差
異
』
論
文
に
於
て
「
哲
学
の

必
要
の
源
泉
」
と
さ
れ
た
「
分
離
」
の
概
念
の
そ
の
基
礎
に
有
る
絶
対
者

理
解
が
、
『
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
』
に
於
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
其
れ
と

の
比
較
に
於
て
考
察
さ
れ
る
。
先
ず
、
絶
芸
者
認
識
に
関
し
、
絶
対
者
の

認
識
で
あ
る
と
同
時
に
其
の
自
己
認
識
で
も
あ
る
と
云
う
・
理
性
の
新
し

い
理
解
が
、
『
差
異
』
論
文
に
於
て
初
め
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
影
響
の
許

に
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
後
で
、
両
者
に
於
け
る
絶
対
者
理
解
が
、

「
現
象
」
の
問
題
に
即
し
て
比
較
さ
れ
る
。
両
者
の
絶
対
者
理
解
に
於
け

る
決
定
的
な
相
違
が
、
此
の
「
現
象
」
の
理
解
の
裡
に
有
る
と
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
即
ち
、
「
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
（
「
現
象
」
は
）
自
体
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
存
在
せ
ず
、
た
だ
絶
対
的
同
一
性
の
外
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
に

す
ぎ
な
い
」
（
括
弧
内
は
書
評
子
）
の
に
対
し
て
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
現

象
」
を
絶
対
者
そ
の
も
の
の
あ
り
様
と
し
て
、
あ
る
い
は
絶
対
者
そ
れ
自

身
の
本
質
に
属
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
。
」
換
言
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ

ル
の
絶
対
者
に
と
っ
て
「
現
象
」
は
本
質
的
契
機
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

シ
笛
リ
ン
グ
の
其
れ
に
と
っ
て
は
単
な
る
「
仮
象
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
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の
で
あ
る
。

　
で
は
、
斯
様
な
相
違
は
何
に
由
来
す
る
か
？
　
署
者
は
其
れ
を
、
シ
ェ

リ
ン
グ
と
の
再
会
以
前
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
晴
代
に
展
開
さ
れ
た
・
「
生
」

を
巡
る
思
想
の
裡
に
求
め
る
。
著
者
が
着
目
す
る
の
は
、
『
一
八
○
○
年

の
断
片
』
に
於
け
る
無
限
性
の
理
解
で
あ
る
。
即
ち
、
其
処
で
は
、
「
反

省
諸
規
定
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
対
立
の
世
界
も
ま
た
無
限
な
生
の
本

質
的
な
部
分
を
構
成
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
解
で
あ
っ

た
。
」
著
老
に
拠
れ
ば
、
斯
様
な
「
生
」
理
解
の
裡
に
既
に
、
シ
ェ
リ
ン

グ
と
は
独
立
な
絶
対
者
理
解
が
、
即
ち
対
立
乃
至
現
象
の
世
界
を
其
の
本

質
的
契
機
と
す
る
よ
う
な
絶
対
者
の
理
解
が
準
備
さ
れ
て
居
た
と
云
う
。

斯
く
て
、
著
者
は
、
「
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
蒔
代
の
思

索
と
イ
ェ
ー
ナ
蒋
代
の
思
索
を
貫
く
一
つ
の
連
続
性
を
み
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
」
、
即
ち
シ
ェ
リ
ン
グ
に
対
し
て
独
自
な
固
有
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
か
ら
イ
ェ
ー
ナ
時
代
に
か
け
て
の
・
ヘ
ー
ゲ
ル

の
思
想
的
発
展
を
貫
い
て
居
る
、
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
反
省
と
直
観
の
綜
合
と
し
て
の
思
弁
」
一
此
処
で
は
、
『
差
異
』

論
文
に
於
け
る
・
絶
対
者
の
学
的
認
識
に
対
す
る
理
解
が
、
『
私
の
哲
学

体
系
の
叙
述
』
に
於
け
る
・
シ
ェ
リ
ン
グ
の
其
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、

其
の
基
礎
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
の
思
想
の
裡
に
有
す
る
事
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
先
ず
、
絶
対
者
の
学
的
認
識
の
主
張
に
於
て
両
者
は
一
致
す

る
事
が
確
認
さ
れ
る
。
次
い
で
、
其
れ
に
も
拘
ら
ず
、
両
者
に
於
け
る
其

の
理
解
は
本
質
的
に
異
な
る
事
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
、

絶
対
老
に
対
し
て
は
、
反
省
的
思
…
惟
か
ら
端
的
に
区
別
さ
れ
た
「
直
覚
的

な
認
識
」
の
み
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
…
方

書
　
　
評

で
「
孤
立
し
た
反
省
」
の
制
約
を
認
め
る
点
で
は
シ
ェ
リ
ン
グ
と
一
致
す

る
に
も
拘
ら
ず
、
他
方
で
は
「
理
性
と
し
て
の
反
省
」
、
即
ち
「
思
弁
」

に
よ
る
絶
対
者
認
識
の
可
能
性
を
承
認
し
て
「
反
省
を
通
し
て
の
絶
対
老

の
構
成
」
を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
更
に
、
へ
！
ゲ
ル
の
「
思
弁
」
理
解
が
二
側
面
よ
り
為
さ
れ
て

居
る
と
し
て
、
夫
々
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
思

弁
」
概
念
が
彼
独
自
の
思
索
の
上
に
成
立
し
て
居
る
事
を
示
さ
ん
と
す
る
。

先
ず
、
「
否
定
的
な
側
面
」
、
即
ち
「
悟
性
を
し
て
、
自
己
自
身
に
よ
る
・

そ
の
真
理
性
の
否
定
へ
と
向
か
わ
し
め
る
」
と
云
う
側
面
に
就
い
て
、
こ

の
側
面
が
、
『
一
八
○
○
年
の
断
片
』
に
於
け
る
・
「
無
限
な
生
へ
の
宗
教

的
高
揚
に
先
立
つ
導
入
的
な
段
階
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
「
理
性
に
よ
る

反
省
規
定
の
廃
棄
」
の
・
イ
ェ
ー
ナ
に
於
け
る
発
展
と
し
て
理
解
し
得
る

事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
（
更
に
こ
れ
は
、
初
期
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構

想
に
於
け
る
「
論
理
学
」
の
理
解
へ
と
結
び
付
く
、
と
さ
れ
る
。
）
次
い

で
、
肯
定
的
な
側
面
、
即
ち
「
制
約
さ
れ
た
も
の
を
絶
対
者
へ
と
関
係
づ

け
、
こ
の
連
関
の
な
か
で
そ
れ
を
把
握
す
る
」
と
云
う
側
面
に
就
て
、
『
差

異
』
論
文
に
託
て
斯
様
な
「
思
弁
」
の
本
質
的
形
式
と
見
敬
さ
れ
た
ア
ン

テ
ィ
ノ
ミ
ー
が
、
『
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
』
に
於
け
る
。
》
目
》
と
》

1
1
じ
d
と
云
う
二
命
題
の
連
関
の
理
解
よ
り
は
寧
ろ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時

代
の
所
謂
『
信
と
有
』
に
於
け
る
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ー
理
解
を
基
礎
と
し
て

居
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
著
者
は
最
後
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
斯
様
な

「
思
弁
」
概
念
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
大
学
に
お
け
る
学
問
研
究
の
方
法

に
つ
い
て
』
（
一
八
〇
三
年
）
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
居
る
事
も
指
摘
し

て
居
る
。

一
四
三



2122

哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
三
号

　
「
同
一
性
と
非
同
一
性
の
同
一
性
」
一
此
処
で
は
、
『
差
異
』
論
文

に
於
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
・
絶
対
者
の
構
造
の
理
解
が
、
『
私
の
哲
学
体
系

の
叙
述
』
に
於
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
其
れ
と
比
較
さ
れ
、
両
者
間
に
存
す

る
決
定
的
な
相
違
と
、
其
の
起
源
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
共

に
、
有
名
な
「
同
一
性
と
非
同
一
性
の
問
一
性
」
と
云
う
規
定
の
含
意
す

る
シ
ェ
リ
ン
グ
批
判
が
示
唆
さ
れ
、
其
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
対
す
る
影
響
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
先
づ
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
る
「
（
絶
対
者
の
）
客
観
的
全
体
性
」
（
括
弧

内
は
書
評
子
）
の
概
念
と
シ
ェ
リ
ン
グ
に
於
け
る
「
万
有
」
の
概
念
と
の

比
較
を
通
じ
て
、
両
者
に
於
け
る
・
絶
対
者
乃
至
絶
対
的
同
一
性
と
「
区

別
と
差
別
を
含
む
有
限
な
も
の
」
と
の
関
係
の
理
解
の
本
質
的
相
違
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
個
々
の
あ
る
も
の
、
有
限
な
も
の
は
、
シ
ェ

リ
ン
グ
に
お
い
て
あ
く
ま
で
絶
対
的
同
一
性
の
外
に
お
い
て
の
み
可
能
な

も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
」
居
る
の
に
対
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
絶
て
は
、

「
（
絶
対
者
は
）
現
象
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
同
一
性
へ
と
構

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
者
は
、
「
自
己
自
身
を

有
限
な
も
の
の
う
ち
に
形
態
化
す
る
全
体
、
あ
る
い
は
現
象
す
る
全
体
」

と
し
て
理
解
さ
れ
て
居
る
。

　
次
い
で
、
『
差
異
』
論
文
に
は
斯
様
な
絶
対
者
理
解
よ
り
す
る
シ
ェ
リ

ン
グ
批
判
が
蔵
せ
ら
れ
て
居
る
事
が
指
摘
さ
れ
る
、
獺
ち
先
ず
「
絶
対
的

同
…
性
を
根
本
原
理
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
を
徹
底
し
て
有
限
な
も

の
と
の
対
比
に
お
い
て
と
ら
え
る
立
場
」
即
ち
「
熱
狂
」
の
立
場
に
対
す

る
批
判
に
就
い
て
、
次
い
で
「
同
】
性
と
非
周
一
性
の
岡
…
性
」
と
云
う

絶
対
者
の
根
本
規
定
に
就
い
て
指
摘
さ
れ
る
。
就
中
後
者
に
関
し
、
著
者

一
四
四

は
そ
れ
が
、
シ
エ
リ
ン
グ
に
於
け
る
・
「
同
一
性
の
同
一
性
」
と
云
う
絶

対
者
の
規
定
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
其
の
批
判
の
目
的
の
為
に

斯
様
な
表
現
が
選
択
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。
更
に
、
蜥
様
な
「
同

【
性
と
非
同
一
性
の
同
「
性
」
と
云
う
絶
対
者
把
握
が
、
『
一
八
○
○
年

の
断
片
』
に
於
け
る
・
「
結
合
と
非
結
合
の
結
合
」
と
云
う
「
生
」
の
理

解
の
裡
に
其
の
基
礎
を
有
す
る
・
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
も
の
で
あ
る
事
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
著
者
は
、
『
差
異
』
論
文
に
於
け
る
絶
対
者
理
解
が

シ
ェ
リ
ン
グ
に
与
え
た
影
響
、
即
ち
「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
接

近
」
に
就
て
以
下
の
事
を
明
ら
か
に
す
る
。
即
ち
、
先
ず
対
話
篇
『
ブ
ル

ー
ノ
』
（
一
八
〇
二
年
）
に
於
て
シ
ェ
リ
ン
グ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
を
容

れ
て
、
絶
対
者
を
単
な
る
同
一
性
と
し
て
で
は
な
く
「
統
一
と
対
立
の
統

一
」
と
し
て
規
定
す
る
に
至
り
、
そ
れ
故
、
又
「
無
限
な
も
の
の
有
限
な

も
の
へ
の
移
行
」
を
初
め
て
問
題
と
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
次
い
で
、
然

し
其
れ
に
も
拘
ら
ず
、
「
シ
ェ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
有
限
者
の
絶
対
老
か

ら
の
分
量
は
あ
く
ま
で
有
限
者
が
そ
れ
自
身
に
対
す
る
時
に
成
立
す
る
事

態
で
あ
り
、
絶
対
者
そ
れ
自
身
に
と
っ
て
の
事
態
で
は
な
い
」
と
云
う
点

で
、
両
者
の
絶
対
者
理
解
に
は
尚
埋
め
尽
く
し
得
な
い
「
決
定
的
な
間

隙
」
が
残
存
し
続
け
た
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

三

　
以
下
に
於
て
は
、
簡
単
に
、
本
書
に
対
す
る
若
干
の
私
見
を
述
べ
、
書

評
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
亡
い
。
先
ず
何
よ
り
も
、
本
書
は
、
ヘ
ー
ゲ

ル
・
ア
ル
ヒ
ー
プ
を
中
心
と
し
て
推
進
せ
ら
れ
て
来
た
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
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の
。
一
九
八
三
年
迄
の
成
果
を
略
≧
完
全
に
消
化
し
、
其
の
成
果
の
上
に

立
っ
て
、
特
に
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
交
渉
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
其
れ
を
更

に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
極
め
て
高
い
研
究
水
準
に
在
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。
其
の
叙
述
は
極
め
て
緻
密
に
し
て
且
つ
平
明
で
あ
り
、
同
時

に
其
の
高
度
の
客
観
性
は
、
深
い
説
得
性
を
有
し
て
居
る
。
そ
れ
故
又
、

そ
の
高
度
の
学
術
性
に
も
拘
ら
ず
、
本
書
が
、
専
門
的
研
究
老
は
勿
論
、

更
に
は
、
こ
れ
か
ら
青
年
時
代
及
び
イ
ェ
ー
ナ
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
を
研
究

せ
ん
と
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
極
め
て
良
い
案
内
役
と
成
り
得
る
で
あ
ろ

う
事
は
疑
い
得
な
い
。
特
に
初
学
者
は
、
本
書
を
通
し
て
、
現
代
の
ヘ
ー

ゲ
ル
研
究
が
獲
得
し
得
た
も
の
の
何
た
る
か
を
具
さ
に
見
る
事
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。
然
し
他
方
、
学
問
研
究
が
絶
え
ざ
る
批
判
を
通
し
て
弁
証
法

的
に
発
展
し
行
く
可
き
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
本
書
に

対
し
て
も
書
評
子
は
厳
正
な
る
批
判
の
眼
を
以
て
臨
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
故
、
以
下
、
評
者
の
見
い
出
し
た
問
題
点
を
挙
げ
る
。

　
最
初
に
見
た
如
く
、
本
書
は
、
三
つ
の
主
要
問
題
を
柱
と
し
て
構
成
さ

れ
て
居
る
。
そ
れ
故
、
此
処
で
我
々
が
先
ず
問
う
響
き
は
、
此
等
の
問
題

が
、
本
書
の
叙
述
を
通
し
て
、
果
た
し
て
有
効
に
回
答
せ
ら
れ
得
た
か
ど

う
か
で
あ
る
。
（
実
は
、
著
老
に
拠
れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
問
題
は
、
第
四

の
問
題
関
心
、
即
ち
「
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
問
題
に
さ
れ
た
も
の
の
体
系

的
な
理
解
と
い
う
関
心
」
に
由
り
支
え
ら
れ
て
居
た
、
と
云
う
。
然
し
、

此
の
点
に
就
て
は
、
本
書
に
於
て
未
だ
充
分
に
は
展
開
せ
ら
れ
て
居
ず
、

寧
ろ
来
た
る
可
き
続
篇
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
故
に
、

此
処
で
は
考
察
の
外
に
置
く
。
）

　
先
ず
第
一
の
問
題
、
即
ち
「
青
年
時
代
の
理
想
」
の
何
た
る
か
、
に
曝

書
　
　
評

て
Q
一
著
者
は
本
書
に
於
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
云
う
「
青
年
時
代
の
理

想
」
を
、
確
か
に
一
応
、
政
治
的
な
も
の
、
或
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
民
教
育

的
関
心
に
も
顧
慮
を
払
っ
て
い
る
と
は
云
え
、
根
本
的
に
は
、
「
理
想
の

宗
教
」
と
等
幽
し
て
理
解
し
て
居
る
。
然
し
、
評
者
の
私
見
に
拠
れ
ば
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
青
年
時
代
の
理
想
」
の
も
と
に
理
解
し
て
居
た
も
の
は
、

其
れ
が
例
え
ば
「
神
の
国
」
と
か
、
或
は
「
見
え
ざ
る
教
会
」
と
云
っ
た

宗
教
的
表
象
を
纏
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
其
の
根
本
に
於
て
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
経
験
に
由
っ
て
規
定
さ
れ
た
・
本
質
的
に
政
治
的
な
も
の
で
も
あ

っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
そ
し
て
カ
ン
ト
哲
学
に

よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
若
き
知
識
人
達
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
・
ド
イ
ツ
人
の
国

民
生
活
全
体
の
根
本
的
変
革
（
一
其
れ
は
、
統
一
的
国
民
国
家
の
建
設

と
云
う
優
れ
て
政
治
的
な
課
題
を
、
本
質
的
契
機
と
し
て
居
た
と
信
ぜ
ら

れ
る
一
）
、
つ
ま
り
ド
イ
ツ
革
命
の
遂
行
と
云
う
課
題
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、

其
の
思
索
の
全
体
を
以
て
追
求
し
て
居
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
理
解
は
、
ド
イ
ツ
革
命
に
対
す
る
斯
様
な
根
本

的
関
心
よ
り
し
て
位
置
付
け
ら
れ
意
味
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
云

う
の
が
評
者
の
見
解
で
あ
る
。
其
の
意
味
で
、
本
書
に
於
け
る
・
「
青
年

時
代
の
理
想
」
の
解
釈
は
、
其
の
思
想
史
的
背
景
に
対
す
る
豊
富
な
言
及

に
も
拘
ら
ず
、
少
く
と
も
評
者
に
と
っ
て
は
、
な
お
隔
靴
掻
痒
の
感
を
免

れ
な
い
。
即
ち
、
其
処
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
政
治
的
思
惟
が
も
つ
本
質
的
漁
法

味
に
対
す
る
顧
慮
が
不
足
し
て
居
る
、
と
云
う
の
が
評
者
の
結
論
で
あ
る
。

　
次
い
で
第
こ
の
問
題
、
即
ち
「
反
省
形
式
へ
の
変
化
」
の
「
必
然
性
」

の
所
在
に
就
て
。
1
上
述
の
事
か
ら
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
蒔
代
に
於
け
る
（
ラ
シ
ュ
タ
ッ
ト
会
議
を
中
心
と
す
る
）
政
治

一
四
五
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的
経
験
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
し
て
有
す
る
意
義
が
見
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

故
に
、
恐
ら
く
は
其
処
か
ら
帰
結
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思

想
的
変
化
へ
の
内
面
的
理
解
が
や
や
希
薄
な
様
に
思
わ
れ
る
。
と
云
う
の

も
、
評
者
の
見
解
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
蒔
代
の

末
に
其
の
最
終
的
立
場
を
「
宗
教
」
か
ら
「
哲
学
」
へ
と
変
更
す
る
に
至

ら
し
め
た
根
本
の
も
の
は
、
斯
様
な
具
体
的
歴
史
経
験
、
或
は
寧
ろ
そ
の

歴
史
的
意
味
を
見
い
出
さ
ん
と
す
る
彼
の
思
想
的
努
力
で
あ
る
と
信
ぜ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
莫
れ
を
解
明
す
る
為
に
は
、
恐
ら
く
、
ヘ

ー
ゲ
ル
と
直
接
間
接
に
交
渉
の
あ
っ
た
若
き
思
想
家
達
の
思
想
的
情
熱
の

掘
り
起
こ
し
も
必
要
と
成
る
で
あ
ろ
う
。

　
確
か
に
著
者
も
、
最
近
二
〇
年
間
程
の
研
究
霜
露
を
反
映
し
て
、
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
と
の
交
渉
に
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
認
め
て
は
居
る
が
、
然
し
上

述
し
た
如
く
、
彼
等
の
思
索
全
体
を
根
本
酌
に
規
定
し
て
居
た
政
治
的
歴

史
的
状
況
に
対
す
る
顧
慮
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
を
襲
っ
た

苛
酷
な
政
治
的
運
命
の
只
中
で
彼
等
が
互
い
の
意
見
を
真
剣
に
闘
わ
せ
乍

ら
ド
イ
ツ
革
命
を
可
能
な
ら
し
む
画
き
精
神
革
命
の
原
理
を
探
究
し
て
行

っ
た
思
想
的
苦
闘
が
、
従
っ
て
恐
ら
く
は
其
処
か
ら
産
み
出
さ
れ
て
来
た

で
あ
ろ
う
・
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
上
述
し

た
如
き
思
想
的
発
展
が
、
其
の
基
底
か
ら
間
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
儘
に
終

っ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

　
更
に
具
体
的
に
云
え
ば
、
先
ず
、
確
か
に
「
反
省
形
式
へ
の
変
化
」
に

於
て
シ
ェ
リ
ン
グ
の
多
大
な
影
響
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
著
者
が
本

書
に
於
て
詳
し
く
解
明
し
得
た
所
で
あ
り
、
其
の
点
に
著
者
の
研
究
の
優

れ
た
意
義
が
認
め
ら
れ
る
可
き
で
あ
ろ
う
が
、
然
し
、
こ
の
「
必
然
性
」

一
四
六

の
所
在
を
解
明
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
影
響
を
論
ず

る
以
前
に
、
何
故
に
「
宗
教
」
が
超
え
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
の
か
～

（
一
こ
れ
は
、
著
者
が
提
出
し
た
問
題
の
裡
に
当
然
含
ま
れ
て
然
る
可
き

問
い
で
あ
っ
た
一
一
）
が
主
題
的
に
解
明
せ
ら
る
築
き
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
其
処
か
ら
は
じ
め
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
影
響
の
有
す
る
内
面
的

意
味
も
一
層
良
く
明
ら
か
に
さ
れ
得
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
評
者
の
見
解
で
は
、
其
の
点
の
解
明
は
、
上
述
の
如
き
歴
史
経
験
と

其
の
意
味
を
巡
る
思
索
を
度
外
視
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
し
て
「
哲
学
」
乃
至
「
形
而
上
学
」
の
可
能
姓

を
承
認
す
る
に
至
ら
し
め
た
「
必
然
性
」
（
著
者
に
於
て
主
と
し
て
念
頭

に
置
か
れ
て
居
た
の
は
此
の
問
題
で
あ
る
）
も
、
未
だ
其
の
内
面
的
理
解

が
得
ら
れ
て
は
居
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
著
者
も
認
め
て
居
る
如

く
、
此
の
点
に
関
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
影
響
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
索
に
於

て
既
に
「
内
面
か
ら
要
求
」
さ
れ
て
い
た
事
柄
を
前
提
と
し
て
初
め
て
論

じ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
肝
腎
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
索
が
内
面
か

ら
要
求
し
た
事
柄
」
に
就
て
の
著
者
の
解
明
は
未
だ
、
事
実
関
係
の
提
示

か
ら
そ
れ
程
遠
く
幽
て
は
居
ら
ず
、
従
っ
て
そ
の
事
実
関
係
を
貫
き
通
し

て
居
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
内
的
意
欲
の
所
在
を
突
き
止
め
る
に
は
至
っ
て
居

な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
唯
、
少
く
と
も
評
者
の
推
測
す
る
所
で
は
、
其
の

点
を
突
き
止
め
る
為
に
は
、
特
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
末
期
に
於
け
る

ヘ
ー
ゲ
ル
の
、
反
省
へ
の
理
解
に
関
す
る
徹
底
的
な
解
明
が
是
非
と
も
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
其
れ
は
現
在
尚
、
文
献
学
的
に
も
、
依
然
と

し
て
極
め
て
困
難
な
課
題
の
ま
ま
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
然
し
、
既
に
最

近
の
ヤ
ン
メ
（
ρ
冒
饗
ヨ
の
）
磯
部
の
業
績
も
示
唆
し
て
居
る
如
く
、
斯



様
な
一
見
純
粋
に
理
論
的
な
問
題
に
際
し
て
も
、
其
の
根
底
に
、
若
き
思

想
家
達
に
於
け
る
・
具
体
的
な
歴
史
的
現
実
と
の
・
絶
え
ざ
る
思
想
的
格

闘
が
存
在
し
て
い
た
事
は
確
か
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く

て
、
自
己
自
身
の
歴
史
的
現
実
と
の
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
的
対
決
を
主
題

的
に
問
わ
な
い
場
合
、
「
反
省
形
式
へ
の
変
化
」
の
「
必
然
性
」
の
解
明

は
、
其
の
最
も
核
心
的
な
部
分
に
お
い
て
、
数
多
く
の
未
解
明
の
も
の
を

残
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
之
が
評
者
の
結
論
で
あ
る
。

　
最
後
に
第
三
の
問
題
、
即
ち
「
反
省
形
式
」
の
中
に
結
贔
し
た
思
索
の

内
容
と
其
の
独
自
性
の
解
明
に
就
て
。
一
二
の
点
に
関
し
て
は
、
少
く

と
も
纂
実
関
係
に
関
す
る
限
り
、
一
三
は
、
著
者
の
見
解
を
根
本
的
に
支

持
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
我
々
が
現
時
点
に
於
て
入
手
可
能
な
・

へ
！
ゲ
ル
及
び
シ
ェ
リ
ン
グ
の
全
集
乃
至
関
連
資
料
に
基
づ
く
限
り
、
著

老
の
解
明
し
得
た
事
柄
は
一
般
に
承
認
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
信
ぜ
ら

れ
る
。

　
以
上
、
本
書
を
構
成
す
る
三
つ
の
主
要
問
題
に
即
し
て
、
評
者
の
見
解

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
此
の
批
評
が
何
ら
か
の
学
問
的
対
話
の
発

端
と
成
ら
ん
事
を
切
に
願
い
つ
つ
欄
嘱
し
た
い
。
　
　
　
　
　
（
了
）

（
筆
者
　
は
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あ
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京
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